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ですが,1の ようにN原子が入ることにより,通

常の過酸化物とはかなり異なる経路で分解 し,2
のような不安定中間体 (ナ イ トレンと呼ばれまつ

が発生することが分ったわけです。ナイトレンは

カルベンと呼ばれる炭素を含む不安定中間体 R2C

:と 等電子構造をもっていますが,それら第二周

期の元素と同様に,第二周期元素であるりんや硫

黄でもそのような不安定中間体が作れるか,ま た

作れたとしてそれがどのような性質をもつかに興
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また,不安定中間体であるナイ トレンを何とか

安定に単離で きる形にできないものか (化学者 ,

特に有機化学者は, 自分の肉眼で化合物を眺めた

いという強い慾求をもっています)と いう希望か

ら,このような大変立体障害の高いナイトレンを
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今は,4に類似の化合物の研究の過程から派生

したこ ,過 などの新 しい型の化合物の合成研究を

していますが,例えば,こ (X=NH)は トリプ
トファンの基本骨格であるインドールと類似の電
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以上,こ こしばらくの間に筆者らの行 った仕事

の一部を書いてみました。勿論 ,こ れはヘテロ原

子の有機化学のほんの一端ですが,そのごく限 ら

れた中で眺めてみても,ヘ テロ原子が作り出す多

様さには眼を見張る思いがあります。 これからも

味を持ちました。そして,こ とマグネシウム金属

からR一 P=0, R― P=S(り んは五価化合物
を作りうるので, これらも不安定中間体となりえ

ます)を ,んの光分解 (点線のように切断されま

す)で S原子を発生させてその性質を検討したと

ころ,そ れらは確かに第二周期元素からできてい

る不安定中間体と類似の性質を示すことが分りま

した。
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作りましたが,残念ながら目的は達しませんでし

た。しかし,その発展として,Qの ような化合物

を合成することができ,それがいろいろと興味あ

る性質をもつことを明らかにすることができまし

:湾こ。

t―Bu

N//S｀ s

t―Bu

6

子構造 (10π 電子系芳香族化合物)が期待され ,

もしプリントファンと同じ側鎖をつけたら一体ど

んな性質を示すかなど,ま だ先のことではありま

すが,合成完成の日を楽しみにしています。
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多様 さの中に埋れないようにしなが ら (有機化合

物は,年 々約30万ずつ増えつゞけているといわれ

ていますから“うずもれる "という語感がお分 り

いただけるで しょう), ヘテロ原子の魅力を引き

出 してゆきたいと思っています。
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